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� 　
９
８
０
年
の
伝
統
を
誇
る
県
指
定
無
形
民
俗
文

化
財
の
御
田
祭
が
、
６
月
30
日
・
７
月
１
日
に
行
わ

れ
、
多
く
の
人
出
で
賑
わ
い
ま
し
た
。�

　
前
夜
祭
で
行
わ
れ
た
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
の
競
演

「
美
々
川
音
楽
祭
」に
は
、
県
内
か
ら
多
く
の
参
加

が
あ
り
会
場
内
は
観
客
の
歓
声
や
熱
気
に
包
ま
れ

賑
や
か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
は
高

校
総
合
文
化
祭
全
国
大
会(

富
山
県)

に
も
出
場
が

決
ま
っ
て
い
る
日
向
高
校
吹
奏
楽
部
の
参
加
も
あ

り
、
音
楽
祭
に
彩
を
添
え
て
く
れ
ま
し
た
。�

　
今
年
も「
美
郷
芸
能
」に
は
、
北
郷
区
か
ら「
う

な
ま
エ
イ
サ
ー
琉
星
會
」と「
絆
」に
よ
る
エ
イ
サ
ー
、

西
郷
区
か
ら
は
民
謡
で
高
山
　
繁
さ
ん
、
南
郷
区

か
ら
は
岩
田
利
右
衛
門
一
座
の
ご
出
演
を
い
た
だ

き
、
会
場
を
大
い
に
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。�

　
恒
例
の
納
涼
花
火
大
会
は
、
雨
が
心
配
さ
れ
る

中
で
し
た
が
約
２
千
５
百
発
の
花
火
が
打
ち
あ
げ

ら
れ
、
夜
空
を
彩
り
山
々
に
こ
だ
ま
し
ま
し
た
。�

　
翌
日
は
、
御
神
霊
を
神
輿
に
移
す
上
円
野
神
社

の
降
神
神
事
に
始
ま
り
、
御
神
幸
行
列
、
上
の
宮

田
の
田
植
え
へ
と
続
き
、
中
の
宮
田
で
は
勇
壮
に
牛

馬
入
れ
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
特
に
、
牛
馬
が
泥

を
跳
ね
上
げ
る
姿
に
観
客
か
ら
は
歓
声
と
盛
ん
な

声
援
が
送
ら
れ
、
県
内
外
か
ら
つ
め
か
け
た
多
く

の
カ
メ
ラ
マ
ン
が
し
き
り
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
て

い
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
田
代
小
学
校
児
童
に
よ
る
趣
向
を
凝
ら

し
た
子
ど
も
御
輿
が「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
・
ワ
ッ
シ
ョ
イ
」の

元
気
の
い
い
掛
け
声
と
と
も
に
神
田
を
練
り
歩
き

ま
し
た
。�

　
青
年
神
輿
が
中
の
宮
田
に
入
る
頃
に
は
祭
り
も

最
高
潮
に
達
し
、
力
強
く
勇
壮
に
神
田
を
練
り
歩

く
姿
に
は
、
こ
の
町
を
担
う
若
者
た
ち
の
力
強
さ

が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。�

　
賑
や
か
だ
っ
た
祭
り
も
い
よ
い
よ
フ
ィ
ナ
ー
レ
を

迎
え
、
催
馬
楽
に
あ
わ
せ
、こ
れ
ま
で
の
最
多
と
な

る
１
２
０
名
を
超
え
る
早
乙
女
の
皆
様
が
、一
本
一

本
豊
作
を
祈
り
な
が
ら
丁
寧
に
丁
寧
に
田
植
え
を

行
い
、
農
耕
絵
巻
の
幕
を
静
か
に
お
ろ
し
ま
し
た
。�

　
二
日
間
行
な
わ
れ
た「
ふ
る
さ
と
う
ま
い
も
ん

広
場
」は
、
町
内
の
商
工
関
係
者
が
中
心
に
な
っ
て

実
施
さ
れ
、
飲
食
物
や
土
産
物
な
ど
を
観
光
客
の

方
々
が
買
い
求
め
て
い
ま
し
た
。�

　
協
賛
行
事
と
し
て
行
わ
れ
た
、
四
半
的
大
会
は

今
年
も
町
内
外
よ
り
多
く
の
参
加
で
盛
大
に
開
催

さ
れ
、
祭
り
に
華
を
添
え
ま
し
た
。�

　
最
後
に
、
祭
り
の
運
営
に
あ
た
り
裏
方
で
交
通

指
導
や
警
備
等
に
御
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
方
々
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
清
掃
作
業
に
ご
協
力
い
た

だ
い
た
皆
様
方
、
ま
た
、
早
乙
女
と
し
て
田
植
え

に
ご
協
力
い
た
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
し
ま
す
と
と

も
に
、
各
方
面
で
こ
の
祭
を
盛
り
上
げ
支
え
て
い

た
だ
い
た
方
々
に
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。�

　
二
日
間
を
写
真
で
振
り
返
り
ま
す
。�

御
田
祭
実
行
委
員
会�

�� ��� ��

平成24年８月（2）�平成24年８月（3）�平成24年８月（3）�

代表の杉本慎吾さん�代表の杉本慎吾さん�
夜空を彩った花火大会�夜空を彩った花火大会�

大人気の利右衛門一座�大人気の利右衛門一座�

迫力のエイサー演舞�

趣向を凝らした子ども神輿�趣向を凝らした子ども神輿�

美々川音楽祭「LANDING」�

中学生によるのぼりもち�中学生によるのぼりもち�
多くの参加者を集めた四半的大会�

歩行者天国の賑わい�

日向高校吹奏楽部�

中の宮田を囲む多くの来場者�中の宮田を囲む多くの来場者�

奈須有紀さん�
(西郷区)の独奏�
奈須有紀さん�
(西郷区)の独奏�

早乙女による田植え�



平成24年８月（4）�平成24年８月（5）�

　
西
郷
が
発
祥
の
地
と
さ
れ
る「
日
向
田
植
唄
」の
全
国
大
会
が
、

「
御
田
祭
」の
協
賛
行
事
と
し
て
６
月
30
日
と
７
月
１
日
の
２
日
間
に

わ
た
り
、
西
郷
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
に
て
１
６
５
名
の
参
加
者

の
も
と
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
町
内
か
ら
も
19
名
の
方
々
が
ご
出
場
さ
れ
、
昔
の
田
園
風
景
を
偲

ば
せ
る
、
素
晴
ら
し
い
唄
声
を
披
露
さ
れ
ま
し
た
。�

　
そ
の
中
で
、
寿
年
の
部
で
西
郷
区
の
川
田
久
三
郎
さ
ん
が
、
見
事
、

準
優
勝
に
入
賞
し
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
少
年
少
女
の
部
で
田
原
美
紀
さ
ん（
南
郷
区
）が
、
昨
年
に

引
続
き
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。�

　
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す�

�

　
西
郷
中
学
校
の
生
徒
の
皆

さ
ん
が
、
７
月
１
日（
日
）の

御
田
祭
の
日
に
、
サ
ル
ビ
ア

の
花
と
心
温
ま
る
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
届
け
て
下
さ
い
ま
し
た
。�

　「
花
を
見
て
、
笑
顔
に
な
っ

て
も
ら
え
た
ら
嬉
し
い
で
す
」

な
ど
、
た
く
さ
ん
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
が
添
え
ら
れ
、
職
員
は

も
ち
ろ
ん
患
者
さ
ん
も
、
顔

が
ほ
こ
ろ
ん
で
い
ま
す
。�

　
さ
っ
そ
く
、
病
院
の
玄
関

や
ロ
ビ
ー
に
展
示
し
て
い
ま

す
の
で
、
是
非
観
に
い
ら
し

て
下
さ
い
。�

　
西
郷
中
学
校
の
生
徒
の
皆

さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。�

�

　
去
る
６
月
29
日（
金
）に
延
岡
家
畜
市
場
で
開

催
さ
れ
た
７
月
期
子
牛
郡
共
進
会
に
お
い
て
、
西

郷
区
・
甲
斐
博
文
さ
ん
が
雌
子
牛「
え
み
」号（
父
・

梅
福
６
×
日
向
国
×
安
平
）で
調
教
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。�

　
甲
斐
さ
ん
は
、
現
在
７
頭
の
母
牛
を
飼
育
し
、

発
育
良
好
な
子
牛
を
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
頃

の
飼
育
管
理
に
祝
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
今
後

益
々
の
ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。�

�

�

西郷区甲斐博文さん　雌子牛「えみ」号　調教賞受賞�

　
６
月
16
日
に
西
郷
区
和
田
地
区
に
お

い
て
、
第
八
回
世
代
間
交
流
田
植
え
教

室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
和
田
老
人
ク
ラ
ブ
と
和
田
子
育
連
が

主
催
し
、
総
勢
42
人
で
17
ア
ー
ル
の
水
田

に
餅
米
を
植
え
ま
し
た
。�

　
当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
で
し
た
が
、

田
植
え
の
作
業
全
般
を
通
じ
て
世
代
間

の
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た�

�

　
６
月
９
日
か
ら
６
月
17
日
に
か
け
て
開
催（
美
郷
町
関

係
者
出
場
種
目
分
）さ
れ
ま
し
た
、
平
成
24
年
度
み
や
ざ

き
県
民
総
合
ス
ポ
ー
ツ
祭
に
は
、
東
臼
杵
郡
代
表
と
し
て
、

美
郷
町
か
ら
総
勢
77
名
の
選
手
・
役
員
が
参
加
さ
れ
ま
し

た
。
６
月
９
日
の
総
合
開
会
式
に
は
、
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
競
技
に
出
場
し
た
、
南
郷
区
の
黒
木
千
寿
さ
ん
が
東

臼
杵
郡
の
旗
手
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。�

　
陸
上
競
技
男
子
Ｃ
で
は
、
西
郷
区
の
蒲
生
功
一
さ
ん
が
、

15
分
52
秒
98
で
見
事
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
男
子
Ｃ

砲
丸
投
げ
で
は
、
北
郷
区
の
増
田
優
二
さ
ん
が
11
ｍ
44�
cm

で
第
２
位
入
賞
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
！�

　
美
郷
町
か
ら
は
他
に
も
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子
、
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
男
子
、
サ
ッ
カ
ー
成
年
男
子
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

女
子
、
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル（
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
）
、
四
半
的

弓
道
、
ラ
ー
ジ
ボ

ー
ル
卓
球
に
そ
れ

ぞ
れ
出
場
さ
れ
、

県
内
各
会
場
で

大
い
に
活
躍
さ
れ

ま
し
た
。�

　
同
大
会
は
今

後
も
９
月
に
ミ
ニ

テ
ニ
ス
競
技
が
開

催
予
定
で
あ
り
、

美
郷
町
か
ら
も

選
手
派
遣
の
予

定
で
あ
り
ま
す
。

皆
様
の
益
々
の
ご

活
躍
を
ご
期
待

致
し
ま
す
。�

�



平成24年８月（7）� 平成24年８月（6）�

　６月９日（土）１５日（金）の日程で平成２４年度東臼杵地区中学校総合体育大会が、開催されました。   �
　ソフトテニス競技女子団体では、昨年に続き北郷中学校が見事優勝しました。   �
　このほか、各種競技の上位入賞者が７月２２日（日）～２４日（火）に宮崎市で開催される県大会に出場します。   �
　選手の皆さんの県大会での活躍を期待します！   �
�
�
�
�
�
�
�
�

南
郷
区
公
民
館
図
書
室
�

西
郷
図
書
館
�

北
郷
図
書
館
�

　教育委員会では任期満了に伴う美郷町社会教育委員及び公民館運営審議会委員、美郷町文化財
保護調査委員、美郷町スポーツ推進委員を４月１日付けで委嘱しました。   �
　各委員とも任期は２年で、公民館・文化財・スポーツなどそれぞれの分野で助言・指導を行っていた
だきます。生涯学習事業や行事に対する町民の皆様のご協力をよろしくお願いいたします。   �
　委員の方々の名簿は次のとおりです。   �
�
�
�
�
�
�
�
�

　�

　�

　�

　�

　
町
内
の
南
高
梅
生
産
者
で
つ
く
る
美
郷
町
梅
部
会
は
、
６
月
30
日
・
７

月
１
日
の
２
日
間
、
日
向
市
の
グ
リ
ー
ン
ト
ッ
プ
日
向
店
に
お
い
て
、
完
熟

南
高
梅
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
収
穫
さ
れ
た
ば
か
り
の
完

熟
南
高
梅
の
販
売
に
加
え
、
梅
購
入
者
を
対
象
と
し
た
お
楽
し
み
抽
選
会

も
行
わ
れ
ま
し
た
。
準
備
さ
れ
た
梅
は
、
２
日
間
と
も
完
売
す
る
な
ど
、

大
勢
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。�

��

�



平成24年８月（9）� 平成24年８月（8）�

　
６
月
20
日（
水
）に
、
平
成
24
年
度
美
郷
町

教
育
研
究
所
委
嘱
状
交
付
式
を
行
い
、
本

年
度
の
研
究
所
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
美

郷
町
教
育
研
究
所
は
、
町
の
教
育
課
題
を
解

決
す
る
た
め
に
専
門
的
な
研
究
を
行
う
機

関
で
す
。�

　
式
で
は
、
長
尾
教
育
長
が
一
人
一
人
に
委

嘱
状
を
交
付
し
た
後
、「
各
学
校
の
授
業
改

善
に
つ
な
が
る
研
究
を
期
待
し
て
い
ま
す
」

と
激
励
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
９

名
の
研
究
員
を
代
表
し
、
北
郷
小
の
右
立
教

頭
が「
わ
か
る
・
で
き
る
喜
び
を
味
わ
え
る
児

童
生
徒
の
育
成
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」と

意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。�

　
過
去
３
年
間
は
、
本
町
が
文
科
省
よ
り
認

可
を
受
け
て
い
る「
英
会
話
科
」の
研
究
を
重

ね
、
大
き
な
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
本
年
度
は
、「
算
数
・
数
学
科
」に
お

け
る
研
究
を
進
め
て
い
き
ま
す
。�

�

　�

　
西
郷
区
で
行
わ
れ
た
御
田

祭
も
、
す
ぱ
ー
く
西
郷
周
辺
の

メ
イ
ン
会
場
で
、
今
年
も
賑
や

か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
そ
の
祭
り
を
控
え
た
６
月
28

日
、
そ
の
す
ぱ
ー
く
西
郷
で
は

日
頃
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
等
で
利

用
さ
れ
て
い
る
方
を
中
心
に
、

約
50
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

る
清
掃
作
業
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。�

　
こ
の
す
ぱ
ー
く
西
郷
で
は
、

協
賛
行
事
の
美
々
川
音
楽
祭

や
美
郷
芸
能
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
、

そ
し
て
四
半
的
大
会
等
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
が
、
関
係
者
だ

け
で
な
く
一
般
参
観
人
も
気
持

ち
よ
く
参
加
で
き
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。�

　
公
共
施
設
は
町
民
み
ん
な

の
財
産
で
す
。
今
後
も
大
事
に

使
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。�

�

　
西
郷
区
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
主
催
の
第

82
回
大
会
が
７
月
８
日（
日
）、
北
郷
総
合
交
流
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
50
代
が
９

チ
ー
ム
、
60
代
が
５
チ
ー
ム
で
の
参
加
と
な
り
熱

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
試
合
は
50
代
を
２

コ
ー
ト
に
分
け
、
勝
ち
上
が
り
チ
ー
ム
で
の
決
勝

戦
、
60
代
は
１
コ
ー
ト
総
当
た
り
戦
で
行
な
っ
た

結
果
、
50
代
は
昨
年
の
10
月
大
会（
第
79
回
）以

来
優
勝
が
遠
の
い
て
い
た
、
と
ん
と
ん
Ｂ
チ
ー
ム

が
見
事
に
今
回
優
勝
。
60
代
は
、
伝
統
あ
る
田
代

愛
好
会
Ａ
が
順
調
に
勝
ち
進
み
、
優
勝
杯
を
手
に

し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　�

　
梅
雨
末
期
の
体
育
館
で
の
熱
気
の
中
、
協
会
の

趣
旨
、
気
持
ち
よ
い
汗
を
か
き
、
楽
し
さ
溢
れ
る

仲
間
を
つ
く
り
、
さ
ら
に
健
康
づ
く
り
。
の
目
的

は
十
分
に
達
成
出
来
た
事
と
思
い
ま
し
た
。
皆
さ

ん
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。�

　
７
月
２
日
に
美
郷
町
内
で
保
護
司
の
活
動
を
行
っ

て
い
る
方
々
が
、
町
長
に
対
し「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
」協
力
依
頼
の
た
め
来
庁
さ
れ
ま
し
た
。�

　
保
護
司
と
は
、
保
護
司
法
に
基
づ
き
、
法
務
大
臣

の
委
嘱
を
受
け
て
犯
罪
や
非
行
に
陥
っ
た
人
の
更
正

や
支
援
を
行
う
方
々
の
こ
と
で
す
。�

　
美
郷
町
内
に
は
、

各
区
そ
れ
ぞ
れ
３

名
の
方
が
保
護
司

の
委
嘱
を
受
け
て

お
り
ま
す
。
こ
の
日

は
、
９
名
の
保
護
司

の
う
ち
７
名
の
方
が
、

「
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
」の
趣
旨
に

つ
い
て
、
説
明
を
行

い
ま
し
た
。
美
郷
町

内
で
保
護
司
と
い

う
職
務
に
携
わ
る

方
は
次
の
と
お
り

で
す
。�

�

※ 社会を明るくする運動とは・・・�
　犯罪をなくして社会を明るくするために、
すべての日本国民が犯罪の防止と犯罪者
の矯正および更生保護についての正しい
理解を深め、すすんでこれらの活動に協力
するように全国民によびかける啓発活動。�
�

　
南
郷
商
工
会
と
朝
霧
会
は
、
自

分
達
の
住
む
町
を
綺
麗
で
安
全
な

も
の
に
し
た
い
と
の
考
え
か
ら
、

各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
い

ま
し
た
。�

　
南
郷
商
工
会（
那
須
房
雄
会
長
）

は
、６
月
10
日（
日
）、
恋
人
の
丘
の

除
草
・
清
掃
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

会
員
と
事
務
局
員
計
19
名
が
、
早

朝
の
２
時
間
、
百
花
亭
周
辺
や
敷

地
内
の
草
刈
り
、
駐
車
場
周
辺
の

ゴ
ミ
拾
い
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
活
動
は
昨
年
か
ら
行
な
っ
て

い
る
も
の
で
、
秋
に
も
行
う
こ
と

を
計
画
し
て
い
ま
す
。�

　
朝
霧
会（
中
谷
隆
徳
会
長
）は

６
月
28
日（
木
）に
、
南
郷
区
内
の

町
道
沿
い
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
洗
浄

及
び
周
囲
の
除
草
を
会
員
会
社
か

ら
各
１
名
参
加
し
て
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
汚
れ

等
に
よ
る
視
認
性
の
低
下
を
防
ぎ
、

そ
れ
に
よ
っ
て
交
通
事
故
を
防
ぐ

た
め
に
行
な
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

朝
霧
会
で
は
、
こ
う
い
っ
た
活
動

を
例
年
続
け
て
き
て
い
ま
す
。�

�



平成24年８月（10）�平成24年８月（11）�

　
南
郷
区
の
お
盆
恒
例
の
行
事「
百
済
の
里
い
だ
ご
ろ
祭
り
」が
開
催

さ
れ
ま
す
。�

　
い
だ
ご
ろ
踊
り
は
、
お
盆
の
鎮
魂
供
養
踊
り
と
し
て
区
内
各
集
落
で

伝
承
さ
れ
て
い
る
民
俗
芸
能
で
す
。�

　
各
集
落
で
は
、
い
だ
ご
ろ
踊
り
の
タ
ナ（
三
味
線
、
太
鼓
、
口
説
き
、

囃
子
）が
継
承
さ
れ
て
お
り
、
今
年
は
長
堀
公
民
館
、
神
門
下
区
・
仁

田
公
民
館
の
タ
ナ
の
周
り
を
区
民
、
帰
省
客
が
総
踊
り
で
祭
り
を
盛
り

上
げ
て
頂
き
ま
す
。�

　
ま
た
、「
橘
太
鼓
響
座
」の
迫
力
あ
る
太
鼓
の
出
演
を
は
じ
め
、の
ど

自
慢
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
小
丸
川
で
の
釣
り
大
会
や
魚
の
つ
か
み
ど
り
な

ど
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
会
場
を
賑
わ
す
商
業
祭
り
も
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
ご
家
族
そ
ろ
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。�

�

●
日
時
：
平
成
２４
年
８
月
１５
日（
水
）�

　
　
　
　
午
前
１１
時
か
ら
午
後
９
時
１５
分
ま
で�

�

●
場
所
：
南
郷
茶
屋
下
駐
車
場�

��

京極夏彦がおく
る身近に潜む
恐怖の原点　
怪談絵本シリー
ズ�

ガンで亡くなった
33歳の母が5歳の
娘に遺したもの
は、生きるために
もっとも必要なこ
と�

【４】お問い合わせ先�
・美郷町役場企画情報課（166-3603）又は�
・㈱ケーブルメディアワイワイ（フリーコール10800-123-8181、携帯電話からは10982-22-1500）�
�

�

【口座振替日】　平成２４年８月２７日（月）�

【引落口座名】　口座振替依頼書ご指定口座（『日向農協』又は『ゆうちょ銀行』）�

【施設使用料】　６，０００円（※）（年度分一括・月額５００円×１２ヶ月）�

※年度途中にご加入の場合は利用月数分になります。�

※ワイワイテレビ契約世帯以外はすべて徴収対象です。�

�



平成24年８月（12）�平成24年８月（13）�

    

�

�

　宮崎県国民健康保険団体連合会では、職員採用試験を実施します。詳しい試験案内は役場・各支所
に備えてあります。�
�

　国民年金制度は、２０歳から６０歳に到達するまでの４０年の間に国民年金保険料を納めていただくこと
で満額の老齢基礎年金を受給することができます。     �
　しかしながら、保険料を納められなかった期間がある場合や資格取得などの届出忘れにより国民年金
の資格期間がない場合には、将来の年金受給額が少なくなったり、年金そのものが受給できなくなって
しまうこと（保険料納付や免除等の合計が２５年（３００月）未満の場合）があります。     �
　このような方を対象に、平成２４年１０月１日から平成２７年９月３０日までの３年間に限り、国民年金保険
料を納めることができる期間が過去２年から１０年に延長となる後納制度が始まります。     �
　具体的には、平成１４年１０月以降に納められなかった保険料のみ対象となりますが、既に老齢年金の
受給権をお持ちの方は、納めることができませんのでご注意ください。    �
　また、後納保険料を納めるためには、事前にお申込みいただき、審査が必要となります。�
　審査の結果、後納制度をご利用いただけない場合もあります。    �
　ご不明な点などがある場合には、下記のフリーダイヤル、または、お近くの年金事務所へお問い合せく
ださい。    



平成24年８月（14）�平成24年８月（15）�

　日頃より節電にご協力いただき、誠にありがとうございます。�
　当社は、現在、原子力発電所の運転停止に伴い、電力供給力確保のため最大限の努力を行っていると
ころですが、今夏は、昨年より皆さまにご協力いただきました節電の効果を見込んだとしても、供給力が
不足し、電力需給はきわめて厳しい状況となることが予想されます。このため、お客さまには、大変なご不
便とご迷惑をお掛けし、誠に申し訳ございませんが、今夏におきましても、以下の内容のとおり、節電への
ご協力を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。�

　町民が火災で住居部分を被災された場合に、美郷町より見舞金（全焼で最
高45万円）を交付しておりましたが、平成24年7月より、この制度を廃止いたし
ました。この見舞金は、農業共済組合に町が加入して、火災共済金を受け取り、
被災された方に見舞金として交付しておりましたが、この制度に法令上の問
題があることから廃止を決定いたしました。町民の皆様におかれましては、ご
理解をお願いするとともに、火災予防に一層のご協力をお願いいたします。�

　節電にご協力いただける方に予め登録いただき、電力の需給状況が大変厳しい場合、携帯電話に「緊
急時の節電ご協力お願いメール」を配信します。是非ご登録いただき、今夏の節電に、より一層のご協力
をお願いいたします。�

                            �

                       �
 �

                       �
                          �

　これまで野鳥の中で唯一、許可によって認めていました愛がん飼養を目的とするメジロの捕獲は、平成
２４年４月から許可を行わないことになりました。�
　これは、「鳥獣の保護を図るための事業を実施するための基本的な指針」の許可基準の考え方を踏まえ、
本来野鳥は自然のままで保護すべきものであることや、許可が乱獲・密猟を助長するおそれもあることな
どから、メジロについても愛がんのための飼養を目的とする捕獲を認めないこととしたためです。�
　皆さんのご理解・ご協力をお願いします。�
�



　�



平成24年８月（18）�平成24年８月（19）�

　夏休みを迎え、子ども・女性が被害となる性的犯罪や自転車盗難、万引き、住宅等への侵入犯罪が多
く発生することが懸念されます。�
　これらの犯罪を未然に防止するため、関係機関が一体となり、積極的な見守り活動、パトロール、広報
等の諸活動を推進し、地域の日常生活の安全安心を確保することを目的に、８月１日（水）から３１日（金）ま
での１ヶ月間「夏の地域安全運動」を実施します。�
　地域の安全を守るため、「地域の安全は地域で守る」という強い意識を持って、積極的に地域安全活動
に参加しましょう。�
�

美郷町ケーブルテレビ施設使用料の�
口座振替を行います！�



平成24年８月（20）�平成24年８月（21）�

�



�

平成24年8月（22）�平成24年8月（23）�

　高校生の頃に手塚治虫氏の『ブラック・ジャック』を読んだ。進学校に
進みながら、入学後はラグビーと遊びに没頭し、高校時代の私は落ち
こぼれであった。受験勉強に邁進する同級生を冷ややかな目で見なが

ら、自分を認めてくれない学校や社会に対して不満をつのらせていた。そんな時に出会った医師ブラッ
クジャックは、とても魅力的に映った。社会に背を向けながらも、その心は人間としてとても温かい。こ
れが私が医師を志すきっかけとなった。その後、医療関連の書籍を読みあさり、“人が最後までその人
らしく生きるための手助けができれば”という気持ちを持つようになり、医学部を目指すことに決めた。�
　しかし落ちこぼれの私に医学部は遥か遠く、2年間の浪人をしても入学できなかった。失意の中、東
京の某国立大学に進学したが、理工系学部の授業に途中で興味がもてなくなり、行かなくなってしまっ
た。結局、親に黙って、東京で再度医学部を目指し受験勉強を始めてしまった。予備校の授業にもぐり
こんだり、わずかなバイト代を予備校の夏期講習代にあてたりしながら、受験勉強に没頭した。結果、2
年後に当時の宮崎医科大学に入学することができた。落ちこぼれの私がここまで頑張れたのは、“人が
生きるための手助けができれば”という気持ちがあったからだと思う。�
　私がへき地医療と出会ったのは。大学5年の夏休みであった。東北一人旅の途中で、青森県東通村
の診療所に泊めてもらい、1週間の診療所実習をした。診療科にとらわれず、どんな疾患にも対応する
診療スタイル。訪問診療では、医師はじっくりと患者さんの話に聞き入っていた。時間外実習では、現
地の患者さんのお宅に一晩泊めていただき、お酒を酌み交わしながら、その村の歴史や文化や風習な
どを、じっくりと聞かせていただいた。大学では決して経験できないことばかりであった。人間が“生きる”
ということが身近にあるように感じられ、へき地医療に強く惹かれるようになった。�
　大学卒業後は、岐阜県の久瀬村診療所や長野県の佐久総合病院で研修をし、地域医療・へき地医
療を中心に身をおいてきた。その中で見えてきたものは「患者さんそれぞれに対して真摯に向かい合う
ことでしか、その人に対する答えは見えてこない」ということであった。患者個人を取り巻く環境は個々
で異なる。医学的に正しく評価することはもちろんであるが、かつその人の歴史・考え方・取り巻く家族
をも含めて、その人に提供する医療を考えなければならない。その人が暮らす地域の、医療・福祉資源
も当然に関係してくる。人の生活にいちばん近いところで行う医療は、実はとても複雑である。正解を
皆で（患者・家族・医師・医療や福祉スタッフなどで）作り上げていくという感じかもしれない。�
　私はこれからも、人の生き様を身近で感じることのできる、へき地医療の分野で、“人が最後までな
るべくその人らしく生きていく”ことができるように、仕事をしていきたいと思っている。そして、そのよう
な私の姿を見て、かつて私が青森で感じたように、若い医師たちが、へき地医療の魅力を感じてくれれ
ば、それに勝る喜びはない。�
�

�

�
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